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ひきこもりの子が一人でも生きていけるように
親がいまできること、やるべきこととは…

高齢化するひきこもりの
サバイバルライフプラン
～親亡き後も生きのびるために
ファイナンシャルプランナー

畠中雅子・著 Ａ５判　２２４ページ　　定価1500円＋税　７月１２日発売

「自分が亡くなったら、この子はどうなるんだろう…」
ひきこもりの子を持つ親御さんのそんな切実な悩みにこたえ、
いまやるべきことや、生活設計の立て方を具体的に解説します。

　　　　ひきこもりの状態にある人は現在、70万人とも100万人とも言われています。しかも、

　　　ひきこもりの長期化や、大人になってからひきこもりになる人の増加もあって、

　　　その高齢化はどんどん進んでおり、40歳代、50歳代のひきこもりも、決して珍しく

　　　なくなっています。

　　　　当然、その親御さんも老年期を迎えているわけで、親亡き後、ひきこもりの子がどうやって

　　　生きていくのかは、これから大きな社会問題になることが予想されています。

　　　　本書では、まさにそんな、「ひきこもりの子の親亡き後の生活設計」に焦点を当て、

　　　今からどんな準備をしておかなければならないかを、具体的に紹介・解説しています。

ひきこもり問題の第一人者、精神科医の斎藤環氏推薦！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(著者と斎藤氏の対談も収録しています）

ひきこもりの子を持つ親御さんはもちろん、支援関係者の皆さん、行政関係者の皆さん、
また、ニートや高齢フリーターがご家族にいる皆さんにもおすすめです。
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